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【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  21/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   29/38     　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   21/00     　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   29/00     　　　Ｅ
   Ｈ０４Ｎ    1/00     １０７Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月18日(2019.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の外部装置と無線又は有線により通信が可能な通信手段と、
　前記通信手段により前記複数の外部装置から受信した画像を一枚の記録用紙に印刷する
印刷手段と、
　前記印刷手段により印刷する印刷部数を設定する設定手段と、を備え、
　前記設定手段は、前記通信手段により画像を受信した前記外部装置の数を、前記印刷部
数として設定可能であることを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、ユーザの操作により設定された数、または前記通信手段により画像を
受信した前記外部装置の数のいずれかを、前記印刷部数として設定することを特徴とする
請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記通信手段により画像を受信した前記外部装置の数を判定する判定手段を更に備える
ことを特徴とする請求項１または２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記判定手段は、同じＭＡＣアドレスの前記外部装置を同じ外部装置であると判定する
ことを特徴とする請求項３に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記判定手段は、同じＩＰアドレスの前記外部装置を同じ外部装置であると判定するこ
とを特徴とする請求項３に記載の印刷装置。
【請求項６】
　前記印刷手段は、前記外部装置の数を前記印刷部数とする際に、外部装置ごとに異なる
レイアウトで前記通信手段により受信した画像を印刷することを特徴とする請求項１に記
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載の印刷装置。
【請求項７】
　複数の外部装置と無線又は有線により通信が可能な通信手段と
　前記通信手段により前記複数の外部装置から受信した画像を一枚の記録用紙に印刷する
印刷手段と、を備える印刷装置の制御方法であって、
　前記通信手段により画像を受信した前記外部装置の数をカウントするカウントステップ
と、
　前記カウントステップでカウントした前記外部装置の数を、前記印刷手段により印刷す
る印刷部数として設定する設定ステップと、を備えることを特徴とする印刷装置の制御方
法。
【請求項８】
　請求項７に記載の印刷装置の制御方法の各ステップをコンピュータに実行させることを
特徴とするプログラム。
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